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研究成果の概要（和文）：加齢に伴い身体・認知機能の衰え始めた高齢者ボランティアであって
も、ボランティア仲間と高齢者自身が「老い」に伴う健康課題を受容・理解し、活動内容を変
更する・活動頻度を減らすなど柔軟な対応をおこなっている場合には、長期のボランティア活
動継続が可能となっていた。そこで、健康課題を有する者の活動継続が可能なボランティア団
体・グループの「雰囲気」を醸成することを目的とした研修プログラムを開発・実施した。 
 
研究成果の概要（英文）：This study explored factors that facilitate or hinder continuation of 
volunteer activities among elderly with health problems. The findings indicated their 

confidence in and desire to continue volunteering were more influenced by their definition 

of volunteering, age associated health problems, and their perceptions about how other 

volunteer members evaluate volunteering and interpretation of health problems associated 

with old age. Based on these findings, we developed a program that facilitate mutual 

support among elderly volunteers.  
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1. 研究開始当初の背景 
急速に少子高齢化が進むわが国において

は、高齢者の社会参加・貢献活動が注目され、
高齢者による多彩なボランティア活動がお
こなわれている。ボランティア活動は、
(Lawton 1972)により体系化された人間の 7
つの活動能力水準のなかでも最も高次な「社
会的役割」、および認知や判断能力を含む「知

的能動性」を賦活するものである。趣味活動
や自主グループ等の社会参加活動は知的好
奇心や余暇活動を含む「知的能動性」を主と
するものであるが、ボランティア活動はさら
に創造的リーダーシップや利他的行動と言
った「社会的役割」をも含むことで、高齢者
が活動を通して達成感や生きがいをもつこ
とに寄与する。 

機関番号：82674 

研究種目：若手研究（B） 

研究期間：2010～2012 

課題番号：22730471 

研究課題名（和文）高齢者ボランティアの老いの受容と活動の継続・引退に関する支援のあり

方の検討 

                     

研究課題名（英文）The Relationship between the Meanings of old age on the continuation 

of volunteer activities among the Elderly Volunteers  

野中 久美子（NONAKA KUMIKO） 

地方独立行政法人東京都健康長寿医療センター（東京都健康長寿医療センター研究所） 

 ・東京都健康長寿医療センター研究所・研究員 

研究者番号：70511260 



 

 

更に、地域高齢者の追跡研究においても、
「社会的役割」と「知的能動性」に関わる能
力の低下が日常生活の維持に必要な「手段的
自立」障害の予知因子であることが報告され
ており、ボランティア活動の健康面および介
護予防への効果が指摘されている(Fujiwara 
et al. 2003）。また、高齢者によるボランテ
ィア活動は、地域生活における安心・安全性
が問われる近年では、世代間の信頼維持 
（柴田 2002）やコミュニティの潜在力
（Fried LP, et al. 1997）を高めることに
も寄与する。 
しかし、高齢者は加齢にともない様々な健

康障害や認知機能障害を発症するリスクが
高まることから、ボランティアや社会参加活
動の継続が困難となる。例えば、大塚（2001）
の推計では、高齢者の認知症の発症率は 60
歳代で 1.9％であるが、年齢と共に増加し 75
歳以上では 8.8％、そして 80 代では 18.1％
にまで増加する。 
したがって、健康や認知機能に障害を持ち

始めた高齢者のボランティア活動の継続と
引退のあり方の検討が重要な課題となる。し
かし、これまでの高齢者ボランティアに関す
る研究は、より多くの健康な高齢者ボランテ
ィアを集める方法に主眼が置かれている
（Hong, Song-Iee, et al. 2009）。そして、
健康や認知機能に障害を持ち始めた高齢者
ボランティアへの対応方法や活動継続の支
援方法については十分に検討されていない。 
 
2. 研究の目的 
 本研究の目的は、加齢に伴い身体・認知機
能の衰え始めた高齢者ボランティアにとっ
て望ましい活動の継続と引退のあり方を検
討し、その支援策を提示することである。具
体的には以下の 2点を検討することを目的と
した。 
(1) 加齢に伴う身体・認知機能の衰えや健康

課題を持ちつつボランティア活動を行
う高齢者ボランティアが活動を継続で
きる、または引退する要因を探索的に検
討し、ボランティア活動を長期に継続す
るための支援のあり方を提言する。 

(2) 上記①に基づき、身体・認知機能の衰え
始めた高齢者ボランティアの活動の継
続と引退のための具体的な支援策を提
示する。 

 
3. 研究方法 
（1） 研究１：ボランティア活動の継続と
引退の要因の検討 
①調査対象と調査実施方法 
以下の 3つの対象に対してインタビュー調

査を実施した。 
i. 地域の小学校や幼稚園・保育園などで絵

本の読み聞かせを通じた定期的な訪

問・交流活動をおこなう高齢者ボランテ
ィア団体“りぷりんと”注）（藤原 他．
2006）に所属する 10 名の高齢者ボラン
ティア（内、男性 2 名）。これらの対象
者は、加齢に伴う体力低下や物忘れ、そ
の他の疾患などを有し、活動の継続に何
らかの困難を抱えていた（以下、継続困
難者）。 

ii. 上記“りぷりんと”ボランティアの受入
れ施設の教職員 13 名。受入れ施設の内
訳は、小学校 6 施設、学童 3 施設、保育
園 2施設、幼稚園 1施設である。 

iii. “りぷりんと”3団体（団体 A、団体 B、
および団体 C）の役員 7名および、そ
のコーディネーター3 名（以下、支援
者）。 

 注）“りぷりんと”とは、2004 年度から厚生労働科学

研究費補助金・長寿科学総合研究事業「高齢者の社会参

加・社会貢献の増進に向けた介入研究」等により展開し

てきたボランティアによる世代間交流型シニア読み聞

かせボランティアプログラム、“REPRINTS”のことであ

る。2004 年 6 月の一般公募に応募した 60 歳以上の第一

期ボランティア 67 人に対して、東京都中央区、神奈川

県川崎市多摩区、滋賀県長浜市の 3地区それぞれで、同

年 7月から 3ヶ月間（週 1回各 2時間）のボランティア

養成講座によりボランティアを養成した。現在は、東京

都杉並区を含む 4団体が各地域で、 6～10 人の小グルー

プに分かれ、各地域の公立小学校、幼稚園、保育園に定

期的に訪問し、絵本の読み聞かせ活動を実施している。 

②データの分析方法 
インタビューデータは、録音されたデータ

を文章化し、逐語録をグラウンデッド・セオ
リー・アプローチに基づき分析した。それに
より以下の 3点を明らかにした。 

i. 高齢者ボランティアにとって望ましい
活動の継続と引退のあり方、および活
動を継続する上での課題。 

ii. 受け入れ施設にとって受け入れ可能お
よび不可能な高齢者の状態。 

iii. ボランティア活動支援者からみた活動
継続支援における課題。 

 
（2） 研究 2：活動の継続支援策（研修プ
ログラムの開発と評価 
①調査対象と調査実施方法 
上記研究１を基に、研修プログラムを開発

し、下記対象者に研修を実施した。また、研
修プログラムの効果と有用性の検討を目的
とし自記式質問票調査を実施した。 
ⅰ．特定団体向け調査：首都圏の“りぷりん

と”2団体（団体Ａ＝46 名、団体Ｂ＝39
名）85 名。 

ⅱ．不特定グループ向け調査：神奈川県横浜
市 D区内で活動する不特定多数のボラン
ティアグループに所属するボランティ
ア 11 名。 

なお、特定団体を対象とした自記式質問票



 

 

調査の実施時期は、講座受講前、受講終了直
後、研修終了から 3ヶ月後、である。不特定
グループ向け自記式質問票調査の実施時期
は、研修開始前と研修終了直後である。 
 
②自記式質問票調査による効果評価項目 
 特定団体向け調査および不特定グループ
向け調査、それぞれに以下を尋ねた：ⅰ）ボ
ランティア活動継続意向、ⅱ）ボランティア
仲間間でのソーシャルサポートの授受、ⅲ）
ボランティア活動の心理的・身体的な負担感、
ⅳ）継続支援に対する団体の体制や雰囲気、
ⅴ）継続困難者に対する支援意向。 
 
（3）研究 3：研修カリキュラム改善に向けた
インタビュー調査 
研修の改善点を検討することを目的に不

特定ボランティア団体向け研修参加者 6 名、
特定ボランティア団体向け研修参加者 3名お
よび団体役員 8名に個別形式またはフォーカ
スグループ形式のインタビュー調査を実施
した。 
 
4. 研究成果 
（１）研究 1：ボランティア活動の継続と引
退の要因の検討 
① 高齢者ボランティア向け調査 
全ての継続困難者が活動継続を希望して

いた。しかし、2 名が活動からの引退を決め
ており、1 名が継続に困難を感じていた。そ
の他の者は、健康障害などに関わらず活動を
継続する意向であった。 
継続困難者は加齢に伴う体力低下や認知

機能障害など、複数の健康課題を有してはい
るが、歩行能力などの自立度は維持されてい
た。そして、本研究が実施した健康調査から、
継続意向は本人の客観的健康指標（認知機能
検査および握力などの身体的機能検査）およ
び主観的健康感には影響を受けていないこ
とが明らかになった。すなわち、客観的健康
指標と主観的健康感が低くとも、継続が可能
となっている者もいた。 
活動継続困難者の活動継続は、高齢者ボラ

ンティア自身のボランティア観、“老い”の
受容度合い、および活動継続困難者が知覚し
たボランティア仲間からの支援に影響を受
けていた。さらに、継続困難者のボランティ
ア仲間および所属団体のボランティア観と
“老い”の受容度合いが、継続困難者に対す
る支援の量に影響を与えていた。 
最も継続しやすい状況は、継続困難者およ

びそのボランティア仲間が、物忘れや脚力・
体力低下を“老い”の過程の一部と捉え、ボ
ランティアを健康増進と社会参加活動獲得
の場と認識している場合であった。この場合
は、継続困難者も活動内容や頻度を自分の身
体状況に応じて調節しつつ活動を行ってい

た。また、周囲のボランティア仲間もそのよ
うな形態が可能となるように積極的な支援
を行っていた。 
活動継続が困難となり、引退に至った状況

では、継続困難者とその所属団体のボランテ
ィア仲間が、ボランティア活動を社会的責任
の伴う“仕事”と捉える思いが強かった。そ
して、“老い”に伴う様々な症状を、その“仕
事”の遂行に必要な能力の喪失と捉えていた。
その結果、継続困難者は周囲からの理解や支
援を得られていないと知覚すると共に、自身
の責任達成能力喪失から引退を決めていた。 
 
② ボランティア受け入れ施設にとって受
け入れ可能および不可能な状態 
 受け入れ施設が受け入れ困難と捉える状
態として以下が指摘された。 
i. 怪我への不安：段差に躓く、子どもがぶつ

かることによる転倒といった施設内での
ケガへの危惧が指摘された。ただし、小学
校などにおいては、子どもがぶつかること
はないとの指摘もあった。また、ボランテ
ィア間で支援できる場合は受け入れ可能
とする施設もあった。 

ii. 認知症高齢者受け入れ：認知症症状が見ら
れる高齢者の言動に対する子どもの反応
が、高齢者の自尊心を傷つけることへの危
惧もあった（例：同じ話を繰り返す高齢者
に対して、子どもがそれを指摘すること）。
また、高齢者が記憶障害により活動時間に
遅れる、来ないといった認知症症状への対
応方法が分からないことに起因した不安
を表明する教職員もいた。 

iii. 子どもたちが高齢者ボランティアと継
続的に交流することにより、“老い”の
過程と多様な状態の高齢者への関わり
方を学ぶことを期待する教職員いた。例
えば認知症症状については、話しの繰り
返しやスケジュールの失念は、子どもへ
認知症症状の理解を促す機会となると
の指摘も見られた。 

 
③ ボランティア活動支援者からみた活動
継続支援における課題 
“りぷりんと”3 団体（団体 A、団体 B、

および団体 C）の 7名の役員および、その
コーディネーター3 名から回答を得た。各
役員からは、継続困難者へ支援を提供する
ことの阻害要因が挙げられた。 
i. 自由参加のボランティア活動に慰留

することに関する遠慮。 
ii. 具体的な支援を（活動予定を電話連絡

するなど）行うことに関する支援者の
負担増加の危惧。 

iii. 継続困難者へ「できなくなっているこ
と」に関する自覚を促し、適切な活動
への移行を促すことの困難さ。 



 

 

iv. 継続困難者への不適切な支援の提供、
および継続困難者が団体・グループの
基準とされる活動を遂行できなかっ
たことに対する注意が、継続困難者の
自尊心を傷つけて、結果として引退に
追い込んでしまったこと。 

その一方で、これら 4点は会員間の信頼
関係がある場合には、解消されるとの指摘
があった。例えば、ボランティア仲間が継
続困難者の課題や状況を理解し、適切な声
かけや支援を提供できているとの指摘もあ
った。 
 
（2）研究 2：活動の継続支援策の開発と提示 
 上記研究の結果を踏まえ本研究では、健
康障害や家族介護などの多様なライフイベ
ントがあったとしても、できるだけ長くボ
ランティア活動を継続できる団体・グルー
プの「雰囲気」を醸成することを目的とし
た研修プログラムを作成した。特に、以下
の 3点を研修にて提示することを目指した。 
i. 認知症や筋力低下など、高齢期の様々な

問題とその対応方法について検討する。 
ii. ボランティア活動継続の重要性を再確

認する。 
iii. ボランティアメンバー間で活動継続に

むけた相互支援がおこなわれるような
団体・グループの環境を醸成する。 

 
① 講座概要 
３つの対象団体に対し、以下の 5項目を

全３回（各２時間半）の講座にて提示した。 
 
＊＊＊＊項目項目項目項目 1111「シニアのボランティア活動の意義」「シニアのボランティア活動の意義」「シニアのボランティア活動の意義」「シニアのボランティア活動の意義」    
高齢者がボランティア活動をする意義、ボ

ランティア活動と健康の関連、特に継続的に
ボランティア活動することがどのような効果
をもたらすのか、について考える。さらに、
ボランティア活動における地域や社会などへ
の効果や意義について考える。 
 
＊＊＊＊項目項目項目項目 2222「加齢に伴う体の問題とその対処に「加齢に伴う体の問題とその対処に「加齢に伴う体の問題とその対処に「加齢に伴う体の問題とその対処に
ついて」ついて」ついて」ついて」    
筋力低下や体力低下など、高齢期に起きる

身体変化の症状とその原因を理解する。その
上で、高齢者がボランティア活動をおこなう
上で、身体機能についてどのような配慮が必
要かを考える。 
 
＊＊＊＊項目項目項目項目 3333「認知症症状の理解とその対応方法「認知症症状の理解とその対応方法「認知症症状の理解とその対応方法「認知症症状の理解とその対応方法
について」について」について」について」    
認知症症状と対応方法を正しく理解するこ

とにより、認知機能の低下が認められる会員
に対する正しい支援の仕方を考える。さらに、
認知症の進行度合いとそれに伴い出現する症
状を理解し、認知症症状が見られる高齢者ボ
ランティアであっても、活動を継続できる可

能性を理解する。 
 
＊＊＊＊項目項目項目項目 4444「自分たちの活動の意義を再確認す「自分たちの活動の意義を再確認す「自分たちの活動の意義を再確認す「自分たちの活動の意義を再確認す
る」る」る」る」    
自身が関わるボランティア活動の意義を再

確認する。特に、活動の受け手のニーズ（活
動への期待や評価）を理解することで、自分
たちが想定していなかった新たなニーズを知
り、活動を再度見直す機会ともする。特定団
体向け研修では、受け手である学校の職員を
招き、学校側からみた高齢者ボランティアの
活動の評価と期待について講義をおこなった。
また、後半では学校職員、団体コーディネー
ター、ファシリテーター3者による対談形式で
高齢者によるボランティア活動に対する期待
や評価を尋ねた。 
 
＊＊＊＊項目項目項目項目 5555「コミュニケーションスキルアップ」「コミュニケーションスキルアップ」「コミュニケーションスキルアップ」「コミュニケーションスキルアップ」    
活動内容や組織運営について個々の思いや

意見を円滑に伝えあえるコミュニケーション
能力を身につける。会員間がお互いを配慮し
あい、思いやった声のかけ方や話の聴き方を
理解する。それにより、会員間の信頼関係を
醸成すると共に、活動継続困難者の継続に寄
与する声掛けや配慮の仕方を学習する。 
 
＊＊＊＊項目項目項目項目 6666「グループワーク」「グループワーク」「グループワーク」「グループワーク」    
グループディスカッションを通して団体・

グループ内でグループ活動の意義を再確認す
ると同時に、継続困難に陥っている会員の支
援策など、各会員が長く活動を継続するため
の具体的な支援策や工夫を考える。項目 5「コ
ミュニケーションスキルアップ」を受けた上
でおこなうことが望ましい。 
 
② 研修の効果評価 
ⅰ）ベースライン時の各団体内の支援状況 
サポートの授受（「心配や悩みを聞いてく

れる」「気を配ったり、思いやりを示してく
れる」「励ましたり、慰めたりする」「心配ご
とや悩みを聞く」）について、“りぷりんと”
2 団体を独立したサンプルの T 検定により比
較した結果、ネガティブサポートの受領（「イ
ライラさせる」）においては、団体 A におい
てネガティブサポートの受領がより高い傾
向（有意傾向）にあった（P=.08、P=.09）。 
次に 2 団体の違いを独りしたサンプルの T

検定により検討した。その結果、団体 B は団
体 A に比べて有意に、活動場所への移動
(P=.06)、内容の工夫(P=.00)、活動頻度を減
らす(P=.01)、近場での活動場所にする
(P=.00)といった具体的な支援策により継続
を支援すべきと考える者が多い傾向にある
ことが窺われた。さらに、知覚した会の支援
体制においても、団体 B では、団体が「継続
困難者が継続しやすい雰囲気ある」と知覚す
る者が多い傾向（有意傾向）が見られた



 

 

(P=.09)。 
ⅱ）研修終了直後の効果 
団体 Aでは、継続困難者に対するサポート

提供の行動において有意に改善していた。ま
た、具体的な支援策の一つである「頻度を減
らして継続することを支援すべき」との考え
が有意に改善していた(P=.03)。したがって、
研修終了直後には、継続困難者への配慮とい
った支援の提供で改善が見られる等、わずか
ではあるが研修の効果が見られた。 
一方、団体 Bでは、会の支援体制において、

活動場所への移動支援に関する支持率が有
意に低下する(P=.09)、現在のレベルで活動
できるあいだのみ支援すべき(P=.00)という
見解に対する支持率が有意に上昇するなど、
ネガティブな効果が見られた。その一方で、
本人の継続意向では、「現在のレベルを維持
できる間だけ続けたい」において、「そう思
う」という者の割合が有意傾向に減少した
(P=.07)。 
ⅲ）研修終了 3 ヶ月後の効果 
研修終了 3ヶ月後とベースライン時の、サ

ポートの授受、各会員の継続意向、団体がど
こまで支援すべきかといった支援提供に関
する考えを比較した。その結果、団体 Aでは、
研修終了直後に見られた効果は 3ヶ月後には
持続しなかった。団体 Bにおいては、活動場
所への移動を支援する(P=.03)、および内容
を工夫して支援すべきといった団体として
の支援提供に関する考えで、有意に支持率が
低下していた(P=.03)。 
ⅳ）不特定団体向け研修の効果 
研修受講者の継続困難者への支援に関す

る意識や行動がどのように変化したか、研修
の効果を対応のあるサンプルの T検定で検討
した。その結果、団体・グループの他の会員
に対して、研修受講者が慰めや励ましなどの
支援を提供する行動において、研修後に減少
する傾向が見られた（P=.08 有意傾向）。一
方で、継続困難者への具体的な支援策に対す
る意見では、「活動の頻度を減らして支援す
べき」に対する支持が研修後に若干向上して
いた（有意傾向）。 
 
（3）研究 3：研修カリキュラム改善に向けた
インタビュー調査 
研修プログラムの効果評価の結果、不特定

団体向けと特定団体向けの研修において、そ
れぞれに顕著な研修効果が認められなかっ
た。そこで、研修を実施した団体 A と Bの役
員 5名（順に 3 名、2 名）、および各団体の一
般会員 4 名（団体 A＝2名、団体 B＝2名）、D
区の研修参加者 6名を対象に研修プログラム
改善に向けたインタビュー調査を実施した。
以下に、研修効果が認められなかった理由を
論じる。 
団体 Aの役員および一般会員からは、本研

修の特にコミュニケーション論が会員間の
相互支援や相手を配慮したコミュニケーシ
ョンの意識付けに一定の影響を与えた可能
性が指摘された。しかし、実施時期が既に会
員間のコミュニケーション課題が表面化し
始めた段階での実施であり、数回の研修で得
た知識により既存の会員間の関係性に変化
を与えることの困難さが指摘された。そこで、
団体発足時から継続的に研修を実施する必
要性も指摘された。 
一方、団体 B の役員と一般会員からは、継

続困難者の活動内容を工夫する・スケジュー
ルを忘れる者の補充者を常に用意するなど
の助け合いが団体内で既におこなわれてい
ることが指摘された。しかし、それらの試み
だけでは支援しきれない会員がいること、そ
れを支援する会員の負担が増加しているこ
と、継続困難者の活動内容がボランティア活
動受け入手のニーズに合っていないことを
受け手より指摘されていることなどの限界
が指摘された。それを踏まえ、各回の講座で
得た知識を具体的な場面でどのように活用
して行くのかと言った実効性に繋がる研修
にするべきであったとの指摘を得た。それに
より、例えば、継続困難者により適した活動
施設や内容へ変えることを相手を傷つける
ことなく告げることができるなど円滑な支
援ができる可能性が指摘された。 
 不特定団体を対象としたフォローアップ
インタビューから、本研修の効果がみられな
かった要因として、ボランティア観が影響し
ていることが示唆された。多くの高齢者ボラ
ンティアのボランティア観は、趣味活動と異
なり、ボランティア活動とはその団体が掲げ
る活動内容を遂行できる限りでおこなう活
動である。したがって、それができなくなっ
た場合はその人の状態にあった活動や責任
を伴わない趣味活動へ移行することが、継続
困難者にとっても団体にとっても良いとい
う考えである。 
さらに、健康障害がある人や家族介護で多

忙な人のプライバシーに立ち入って声をか
けることは好ましくないとする考えがあっ
た。 
 

（5）研究成果のまとめと今後の展望 
 研究 1 により、ボランティア仲間が継続困
難者の課題を理解し、活動内容を変更する・
活動頻度を減らすなど柔軟な対応をおこな
っている場合には、継続困難者のボランティ
ア活動継続が可能となっていた。そこで、健
康課題を有する者の活動継続が可能なボラ
ンティア団体・グループの「雰囲気」を醸成
することを目的とした研修プログラムを開
発・実施した。 
研究 2と 3により、研修の効果を検討した

結果、団体のメンバー間の信頼関係やサポー



 

 

トなどソーシャル・キャピタルにより、研修
効果が異なることが示唆された。したがって、
各団体の状況に応じた研修が必要となると
考える。例えば、ソーシャル・キャピタルが
低い団体では、コミュニケーションの円滑化
を向上するカリキュラムが重要になる。一方
で、ボランティア間の相互支援がなされるな
ど、ソーシャル・キャピタルが高い団体では、
高齢期に起きがちな身体・認知機能の障害を
理解すると共に、グループワーク等を通して、
具体的な支援方法を検討することを主眼に
置いた研修が有効となると考える。したがっ
て、今後は団体・グループの状況に応じた有
効な研修カリキュラムへと改善していく必
要がある。 
ただし、不特定多数のボランティア団体所

属者を対象としたインタビュー調査では、継
続困難者の活動継続支援に関する必要性が
十分に認識されていないことが明らかにな
った。 
高齢期の健康課題は、例えば急性疾患のよ

うに急速進行型障害のものから、加齢に伴う
衰弱やアルツハイマー型認知症などのよう
に緩徐進行型障害がある。緩徐進行型障害の
場合は、自立の期間をいかに長期に維持でき
るかが重要な課題となる。「社会的役割」と
「知的能動性」を伴う社会活動が高齢者の健
康増進に寄与するという先行研究（Fujiwara 
Y, et al. 2003）を鑑み、健康障害を有する高
齢者であっても、地域で社会的役割を維持で
きる仕組みづくりが重要な課題となる。それ
は、若年世代が多様な身体・認知機能の状態
にある高齢者との交流機会を得ることとな
り、若年世代の高齢者理解の促進にも寄与す
る。 
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